
「話があり、和をもち、
　　　　そこに大きな輪をまわそう」
 ～心を耕し、心に種をまき、奉仕の花を
　　　　　　　　  皆の心に咲かせよう～
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　私は、豊橋ＲＡＣに入会して９年目
で、会長は２度目となりますが、ここ
まで続けてこられた理由を考えてみま
した。まず、メンバーやロータリアン
の方々に恵まれたこと。次に、普段の

コミュニティーでは出会えない人と出会うことで、マン
ネリ化しない日々を送れること。更に、活動を通じて自身
の成長を感じるだけでなく、後輩や他クラブの会員の成
長を感じることで、今後も見届けたいという思いが湧い
てきました。その思いがローターアクトの活動を更に楽
しくしてくれたと感じています。他にも多くの魅力はあり
ますが、私がローターアクト活動で感じてきたことをお
話しさせていただき、会長挨拶とさせていただきます。

ローターアクトクラブ会長挨拶 中戸 亜美 豊橋ＲＡＣ会長

　昨年度は創立50周年という節目の
年でもあり、これまで支えてくださっ
た多くの方々に少しでも恩返しをした
いという思いで取り組みました。ま
た、多くの行事を控えた１年でした

が、会員同士が支え合いながら一丸となって準備を進め
ることができました。振り返ると、昨年度は準備や活動
の中で会員同士が互いに感謝し合い「ありがとう」の言
葉が飛び交うクラブであったと感じています。

前年度クラブ活動報告 片山 梨子 豊橋ＲＡＣ前年度会長

　本年度を迎えるにあたり、日本の
ロータリーから新たな方針が示されま
した。3-year Rolling Goals 及びチーム
サポートミーティングへの参加です。
この様なＲＩの動きを地区内９つの

ローターアクトクラブへ伝達し、支援をすることが私達
地区のローターアクト委員会の役割だと考えています。
　また、本年度は会員増強を４つの柱で行っていこうと
考えています。１つ目はボランティアサイトによる募
集。２つ目はインターアクトからの移行。３つ目は企業
派遣。４つ目は新クラブの創立。地区内84クラブと地
区ローターアクト委員会が連携して進めたいと考えてい
ます。スポンサークラブである豊橋ＲＣの皆さまには、
インターアクトからの移行、企業派遣についてご協力を
賜りたく、よろしくお願いいたします。

地区ローターアクト委員会委員長挨拶 柳原 茂 会員

　７月２日に豊橋ＲＡＣの例会に参加
させていただきましたが、ロータリー
の例会とは一味違う形で、皆さんが楽
しんで和気藹々と取り組まれていまし
た。ローターアクトの例会は月に２回

行われていますので、会員の皆さまには是非参加して、
ローターアクトとはどの様なものかを今一度知っていた
だきたいと思います。また、ローターアクトの会員減少
も問題となっているので、企業派遣にご協力いただける
方がいらっしゃいましたら、私に声を掛けてください。
是非よろしくお願いいたします。

ローターアクト委員長挨拶 伊藤 恭三 ローターアクト委員長

　本日は豊橋ＲＡＣの中戸会長と直前
会長の片山さんに、今年度の活動方針
や前年度の活動報告に加え、これから
ローターアクトがどの様に会員増強に
取り組み、組織をどう強くしていくか

についてお話をしていただく予定です。是非豊橋ＲＣの
皆さまには、今後ローターアクトクラブをどう支援して
いくかについて、この機会に考えていただきたいと思い
ます。また、ローターアクトクラブの例会にも参加をし
て、ＲＡＣの皆さまとコミュニケーションを図り、豊橋Ｒ
ＡＣの良いところを見つけていただきたいと思います。

青少年奉仕委員長挨拶 疋田 涼 青少年奉仕委員長

ローターアクトアワー
ローターアクト委員会担当

　今年度のクラブテーマは「昇」です。会員全員が常に
前向きに進み、困難を乗り越えて高みを目指し、心身共
に豊かに成長していきたいという思いを込めました。

今年度クラブ活動方針

　今年度は11名の会員でのスタートになりますが、５
年後には今の会員が全員卒業し、０人となってしまいま
す。会員増強についてはボランティアサイトの活用や、
企業派遣による会員を増やすことを目標に進めて参りま
す。また、例会ルールの見直しを行うことや、行事を通
じて組織力の強化に取り組みたいと思います。

会員増強計画発表

　昨年度は、豊橋ＲＣの皆さまのご支援のおかげで、大
規模な事業を３回も開催することができました。ご支援
いただいた補助金を活用し、会員一人一人が学びと成長
に繋がる経験を得ることができたと感じています。

前年度決算報告
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■東三河分区榊原周造ガバナー補佐、伴野公彦副幹事、豊橋南
ＲＣ神谷東樹副幹事、ようこそお越しいただきありがとう
ございました　井川 和英 会長　山本 貴浩 幹事

■本日、東三河分区ガバナー補佐としてご挨拶をさせていた
だきます　榊原 周造 東三河分区ガバナー補佐

■豊橋ＲＡＣの中戸会長、片山前会長、ようこそお越しい
ただきありがとうございます

　井川 和英 会長　山本 貴浩 幹事
■榊原ガバナー補佐、ようこそ豊橋ＲＣへ、健康に留意され一年
間のご活躍を期待しております　村井 總一郎 ＰＧ

■榊原ガバナー補佐、伴野副幹事、お越しいただきありがと
うございます　宮田 正人　池田 至　大塩 啓太郎　各会員

■豊橋南ＲＣの伴野さん、ようこそ　大塩 啓太郎 会員
■地区ローターアクト委員長として挨拶をさせていただきます
　柳原 茂 地区ローターアクト委員長
■本日ご挨拶させていただきます
　疋田 涼 青少年奉仕委員長
■本日、ローターアクトアワーで挨拶をさせていただきます
　伊藤 恭三 ローターアクト委員長
■ローターアクト前年度会長片山梨子さん、ようこそ。
　新天地でもがんばってください。周年で書いた「感謝」
ユタカ本社２Ｆの休憩室に飾ってあります

　大塩 啓太郎 会員
■ローターアクトの皆様を歓迎いたします
　青木 公貞　髙山 景一　久保田 充三　各会員
■今日の料理で大葉の紹介をしていただきました
　井川 和英 会長
■３回目にして、初めての食事数がピッタリ賞です。これか
らもフードロスの削減を目指してがんばります

　河合 珠美 クラブ運営委員長
■ＮＨＫクローズアップ現代「これからの宇宙戦略」に少し
だけ映りました　大塩 啓太郎 会員

■週末に北海道大樹町にて初めてロケットの発射を見まし
た。アニメとは違う赤と黄の色がとても感動しました

　大塩 啓太郎 会員
■先週末、商工会議所で講演させていただきました。ご参加い
ただいた皆様ありがとうございました。得た知識と経験は、
この地域の発展に役立てるよう努めてまいります

　上村 哲司 会員
■昨年度実施した、理事会企画75周年記念事業タイ山岳民族
の定住化へ向けての農業研修の寄稿文が国際ロータリーの
ブログ「ロータリーボイス」に掲載されました。皆様ご協
力ありがとうございました

　笠原 元樹 前国際奉仕委員長
■先日、ニコニコ委員会を開催しました。メンバー全員で一
致団結してがんばります　長屋 麻衣子 ニコニコ委員長

■本年度、初めてニコニコの発表をさせていただきました。
会員の皆様には、喜び事、祝い事、その他記念する、社会
奉仕活動なども含めて、出来る限り多くの会員の皆様にご
協力をお願いいたします。

　青木 公貞 ニコニコ委員　　　　　　　　　　  　（順不同)

歌
「椰子の実」「ローターアクトの歌」

豊橋ＲＡＣ　中戸 亜美 会長 　片山 梨子 前会長
東愛知新聞社　田中 博子 氏
東海日日新聞社　大林 恭子 氏

本日のゲスト

東三河分区ガバナー補佐　榊原 周造 氏（豊橋南ＲＣ）
東三河分区副幹事　　　　伴野 公彦 氏（豊橋南ＲＣ）
豊橋南ＲＣ副幹事　　　　神谷 東樹 氏

本日のビジター

杉江 秀介 出席委員出席報告
当日出席者 71名
総会員数 108名

計算会員数　94名中23名欠席
出席率  75.53%

お誕生日おめでとうございます
西田 元彦 会員（７月21日生）　植村 忠慶 会員（７月22日生）
吉見 本弘 会員（７月25日生）　河村 修 会員　（７月25日生）

青木 公貞 ニコニコ委員ニコニコBOX

１．ＲＩ日本語公式ブログ「ロータリーボイス」にて
　　豊橋ＲＣ事業【タイ山岳民族の定住化へ向けての農業研
修／日本における農業研修】

　　（投稿：2024-25年度 国際奉仕委員長　笠原元樹会員）
が掲載されましたのでご案内します。

２．次週24日は休会となります。

幹事報告 山本 貴浩 幹事

１．公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より「第53回米
山功労クラブ」感謝状が届きました。

２．ロータリー日本財団より認証ピンが届きました。
　　■マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　
　　　１回目　　井上 泰宏 会員

会長報告

●８月10日（日）創立75周年記念例会・祝賀会
●８月14日（木）休会
●８月21日（木）ガバナー補佐訪問

７月31日（木）クラブ・フォーラム「クラブ奉仕」＜昼例会＞

例会予定

次週のプログラム

事務局：豊橋市花田町石塚42-1  豊橋商工会議所内
写真の閲覧はこちらから▶

会長挨拶 井川 和英 会長

（三木隆治会員のお話）
　80年前の微かな戦争体験をお話しいた
します。私は大阪の生野区という下町に
住んでいましたが、昭和19年から20年に
かけて日本全国にはアメリカ軍のＢ29が

襲来し、焼夷弾が投下されました。そのため、たくさんの
家が焼け、多くの日本人が亡くなりました。昭和20年８
月14日、終戦の１日前に大阪大空襲があり、私たちの住
む家の周りにも焼夷弾が投下されました。空襲警報が鳴る
中で、私たち家族も防空壕に避難しました。その時、私は
５歳でした。前日に大雨が降って、防空壕の中は水浸しで
したが、水をかき出す手段もなく、水浸しの防空壕に避難
しました。そこへアメリカのＢ29が襲来し、私たちが避
難していた防空壕の入り口にも焼夷弾を１発落としまし
た。しかし、雨水が溜まっていたので、筒型の焼夷弾は水
の中でジュウジュウ音を立てながら消えてしまいました。
もしあの時、地面が乾いていたら、焼死していたかもしれ
ません。こうして幸い私は生き延びています。（以上）

（会長の挨拶）これからも戦争のことだけではなく、若い
方たちが様々なことを言い伝えていかなくてはならないと
思います。語られる方も義務があり、聴く我々にも義務が
あります。その義務をどう伝えていくかが、これからの大
きな問題でもあり、提議でもあり、何か一つ次に残そうと
いう気持ちでいることが大切だと思います。

ソングリーダー 宮田 正人 会員
ＲＡＣソングリーダー 中戸 亜美 会長

三木隆治会員

記念撮影
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